
■令和５年度（2023年度） 

第 70回滋賀県教育美術展の審査評 

 

第７０回滋賀県美術展の審査会が、令和５年１２月

２５日（月）滋賀大学教育学部附属小学校において行

われました。 

 今回の教育美術展には、どのような傾向の作品が集

まったのでしょう。審査会に参加された先生方に展覧

会の見どころや、作品の見方についてうかがいました。

（順不同・敬称略） 

 

■４歳児                                

【審査：村上、木村、髙谷、山川】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・運動会やイモ掘りなど、生活経験を生かした題材が多くあり、

子どもの思いが素直に表されていた。 

・手や腕をよく動かして、描きたいものを中心にのびのびとした

表現が見られた。 

・絵の具の色と画用紙の色の組み合わせを考え、子どもの表

現や題材が効果的に生かされていくとよい。     

２）気になったこと 

・子どもの表現よりも指導者の意図が入りすぎている作品は

気になった。工程がいくつもあるものは子どもの集中力を考

えると難しさがある。 

・絵の具の濃淡や混ざった色がどうであるかなど、子どもの

表現が引き立つような教材研究が必要である。 

３）これから期待すること 

・指導者の「こうあった方がよい」という感覚ではなく、子ども

の発達を考え、描きたいものを素直に表せるような方法を

工夫していくとよい。子どものやりたいと思ったことに挑戦し

たり、工夫したりしている点を十分に認めていくことを大事

にしたい。 

・筆は塗って面をつくるものではなく、手を十分に動かして

線描で表していくものという意識をもつことも大事にしたい。

■５歳児                            

【審査：平尾、堀口、中川】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・遊びや生活の中から子どもたちが楽しかったことや心に

残ったことがのびのびと表現できている作品が多かった。 

・線描を中心に、子どもたちが「こうしたい」という子どもたち

の「～したい」がたくさん絵の中に表れていた。 

 

２）気になったこと 

・子どもの描きたい、表したい表現の周りすべてに色をつけ

るなど、子どもの表現が生かしきれない作品も見られ、子ど

もの表現がより生きるものとなるような空間の使い方を考慮

した指導者の適切な声かけが必要だと思う作品も見られた。 

・紙と画材（色鉛筆に四つ切りの画用紙に描くなど）が合わ

ないことで、子どもの表現が表しきれない作品も見られた。

子どもの発達や力量、題材にあったものを用意するなど、

教材研究を丁寧にしてほしい。   

３）これから期待すること 

・用紙の種類やコンテ、クレパス、絵の具など、教材研究

を十分に行い、そのものの特質や特性を知ることが、効果

的な扱い方になり、子どもの表現を引き出すことにもつなが

る。また、生活や体験したことの他、お話の絵など題材の

選択は、子どもの発達にあったものも考えるなど、全体を捉

えた教材研究となるように考えたい。  

■小学校１年生                        

【審査：小野、安本、松波】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・先生方が教材研究を重ね新しいさまざまな表現方法をう

まく取り入れて指導されていました。クレヨン・クレパスの塗

り重ね、クレヨン・クレパスで塗った濃い色を、白のクレヨ

ン・クレパスを上から塗り重ねて淡く、やわらかい色合いに

した表現が美しかったです。 

・クレヨン、クレパス、カラーペン、色鉛筆など使い慣れた

描画材料を使った表現が多く無理がなかったです。絵の

具を使うのであれば、共同絵の具を用いることをおすすめ

します。また、表現方法としてはスクラッチやバチック、パス

の重色も多く見られました。題材には「くじらぐも」、「おいもほ

り」、「お話を題材にした絵」が多く見られました。 

２）気になったこと 

・「くじらぐも」の発展として、雲の形を「雪」や「別の形の雲」

するアイデアは良かったのですが、題材のよさが十分に発

揮できないままでの指導になっているのではないかと思わ

れるものもありました。その題材のよさや伝えたいことを広げ

たり、深めたり、持ち味を最大限生かせるような表現ができ

る指導になると良かったと思います。「くじらぐも」の話を元に

表現をさせるのであれば、その物語を元に子どもが思い描

くであろうイメージを大事にした指導になるよう教師は追究

していってほしいです。 

・子どもが自分の世界観をもちきれないまま、活動に取り組

んでいるものも見られました。描きたいことがはっきりしない



ままに、何でも描きこんでしまったのではないでしょうか。 

・発達段階に適していない題材も多く見られました。例えば、

絵の具の指導は小学校第３学年からですが、筆遣いやパ

レットの使い方、水の加減、混色の方法などが分からない

まま絵の具や筆を用いているものもありました。背景を埋め

たり、隅々まで描いてしまったり、描きたいものがはっきりし

ない表現が目立ったように思います。発達段階に合わせた

題材や道具、材料の選定が大切になると思います。 

・破いた紙の形を生かした表現のために紙を貼るのであれ

ばよいのですが、そうではなく人物などを描いて切り抜いて

貼り付ける作品がありました。子どもが線を大切にして、思

いついた描きたいものを一枚の紙に描いていくことを大切

にした指導を心がけたいと思います。 

３）これから期待すること 

・教師が子どもの描きたいものは何であるのかを感じ取り、

支援できるようになれば、もっと子どもは表現活動を楽しみ、

表したいものを表現できると思います。（題材のよさや材料

の特性質、発達段階、題材との出会い方、また授業展開

における指導、支援の要点など）適切な支援により、子ども

は描きたいものに集中することができ、力強い線で思い切

って描くことができ、その子の発想や工夫が表れてくると思

います。 

４）その他 

・規定外の作品があります。規定内に収まるように作品を整

理するのは担任、担当の責任ですので守ってほしい。 

・貼り付けた作品や、その一部がはがれ落ちてしまうことが

あります。しっかりとのり付けされているか確認してほしい。 

■小学校２年生                        

【審査：野中、山崎】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・たまごからうまれたよ、スクラッチ、はさみのアートの作品

が多かった。また、生活画が少なかった。 

・はさみのアートでは、切っているうちに何かに見えてきて、

それをもとに表したいものを見つけて、楽しんで作っている

作品がよかった。 

・生活画は、実際に見たものや体験したことを通して、楽し

さや大きさなどを表したものがよかった。 

・スクラッチではけずっているものに子どもの思いが表れて

いるものや、シャープにけずっている線が美しいものがよか

った。 

・「たまごからうまれたよ」では、描きたい物がはっきり表せて

いるものがよかった。 

２）気になったこと 

・「たまごからうまれたよ」では、紙からはみ出しているものが

大変多くもったいなかった。 

・タンポが作品の良さを消してしまっていることがあった。余

白の美しさも大切にしてほしい。 

・絵の具のあつかいについては、無理なく学年相応にする。 

・絵を切って貼るときは、意図を持って行う。 

・みんな同じ題名にするのではなく、その子の思いが表れ

るようにしてほしい。 

・お話の絵に取り組む時は、挿絵の写しにならないようにし

たい。 

３）これから期待すること 

・作品の規格を守ってほしい。（作品の大きさ、紙からはみ

出さない） 

・２年生の力以上の作品が見られた。2 年生らしく自分の表

したいことを中心に、楽しんで描けるような題材を見つけて

いきたい。 

・スクラッチなどの技法を使う作品が多く見られた。いろい

ろな技法を経験することは良いことだが、技法に頼りすぎ

ず、１作品の中で１技法程度にしたい。 

■小学校３年生                        

【審査：大野、梅本】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・お話を絵にする題材が多く見られた。お話の中で気に入

った場面を選んで、想像を膨らませてかいているのがよか

った。 

・自分の中に広がった世界想を像しながら楽しく表現でき

ていた。また、いろいろな技法を取り入れられていた。 

２）気になったこと 

・お話の絵では挿絵に引っ張られて、想像を膨らましきれ

ていない作品もあった。 

・技法を複数取り入れたことで、表現したいものがわかりにく

くなっているものがあった。また、人物画が少なかった。 

・貼りつけたものが多く見られた。 

３）これからに期待すること 

・技法を取り入れる際には、子ども自身がどのように取り入

れるのか選べるようにするとよい。必ずしも使うということにし

なくてもよい。 

・中学年では描きたいものを決めたあと、それをパワフルに

かき上げていけるようにするとよい。 

 

 



■小学校４年生                       

【審査：辰巳、上原、辻川、福田、津田】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・題材として、ふしぎな花やヘチマをテーマにしたものが多

い。 

・どの作品も一生懸命取り組んでいるのが伝わる。 

・時間をかけてじっくり取り組む題材や短時間でできる題材、

同じ題材でも異なる描き方の作品などの多様な表現の作

品が見られた。 

２）気になったこと 

【構図】 

・部分的には丁寧に描けているので、画面全体に動きや流

れ、物語を感じるかどうかを大切にした表現を望みたい。 

・何を一番表したいかを考えた構図にさせたい。画面の中

に本当に必要なものかどうかを子どもに考えさせる声掛け

が必要である。（例 机や床などの背景） 

・４年生の発達段階に即して、人物の表現では人物だけで

なく背景の描きこみもあった方がよい。 

・作品によっては、すべて塗ろうとしなくてよい。余白を怖が

らないように指導したい。 

・遠近感や物の重なり、奥行きを考える。意図によって、大

きさの差をつけるのか統一するのかを考えさせたい。 

・記念写真にならない構図を考える。目線も大事にしたい。

（例 ヘチマ、運動会の団体演技など） 

【紙について】 

・紙の大きさは子どもが納得して描き切れる大きさにする。 

・必要に応じて切ってもよいなど工夫をしたい。 

・表現に適した紙を選択したい。（黄ボール紙の良さが生

かされていない作品もあった） 

【体を描くとき】 

・教師は、顔に対して肩の比率、手のつくりや腕の長さ、何

を見ているかの視線などの指導が必要である。 

【画材について】 

・安易にペンで塗るのではなく、描きたいものにあわせて絵

の具や色鉛筆などの適切な画材を使い分ける。特に筆の

使い方、水の量、混色の指導を高学年までに丁寧にする

必要がある。 

・キャンバス紙、黄ボール紙などの特殊な紙は、効果を考

えて使用する。 

・スクラッチは、アクリル絵の具、パスなどの質感により表現

が変わるので、教師が必ず試すとよい（発色や削りやすさ

が違う）。 

３）これから期待すること 

・作品の美しさだけでなく、題材の工夫や子どもたちの「夢

中」を感じるものがよい。 

・時間をかけるだけでなく、ねらいがユニークなものもよい。 

■小学校５年生                       

【審査：中西、古賀、辻、塚本】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・高学年となり、描けるものが増えてくる。写実的に描く絵を

極めていきたい。そのためには、小さい画面にして、焦点を

決めて描くことも有効である。時間の都合もあるため、無理

なく、思いを持って作品を仕上げていくための工夫があると

良い。 

・写真から広げていく世界を描く作品が多かった。写真が

違和感なく溶け込む周りを描くのも良いが、ただ写真の続

きを描くのではなく、写真から想像を広げて自分だけの世

界を描いている作品も有り、良かった。 

・「うみのこ」をテーマにした作品も多かった。写実的に描く

のも良いが、「うみのこ」から想像を広げて空想の船や世界

を描いた作品もあり面白い表現となった。 

２）気になったこと 

・たくさん描き込みがあっても、主題が何なのか分からない

作品があった。 

・白を怖がらない。背景を塗りすぎない。何が描きたいのか

明確にして、作品づくりに取り組むと良い。 

・マーブリングなどの技法を使った作品や、他の紙に描い

たものを貼った作品もいくつもあったが、その技法はどうし

て必要なのか、直接描かずに貼る必要性は本当にあるの

か、よく考えて取り組む必要がある。 

３）これからに期待すること 

・「よくある題材」を、意図を理解しないままに取り組ませて

しまっていることがあるかもしれない。指導者が、その題材

の特徴や良さは何か、その題材で何を学ばせたいのか、

指導者の側が意図を持って題材を選んでいくことが大切だ

と考える。 

■小学校６年生                       

【審査：森本、森、中谷】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・小学校の最高学年としての集大成。今まで慣れ親しんだ

技法、材料を使った作品が多くみられた。特に、題材として

は、国語科と合科的に扱われたやまなしや、校舎や身近

なところをはじめとする風景画に取り組む作品が多かった。

また、お城の模様を描いたゼンタングルの作品も多かった。



全体的に表現したいことがはっきりしていた。 

２）気になったこと 

・絵の具の指導だが、３年生から積み上げが不十分に感じ

るところがあった。毎年同じような題材になりがちなため、

発達段階に合わせた指導の工夫が必要に感じた。子ども

の力量と、時数に合わせた紙の大きさを工夫したほうが良

い。(風景画でも、四つ切に描かせるではなく、八つ切り用

紙を利用するなど。)名前アートは、そもそもの文字が読め

ないのもあったし、そこから広がる世界が少し単調であった。 

 また、主体となる作品を過度に装飾するあまり、子どもの

思いが見えにくくなる傾向がみられた。 

３）これから期待すること 

・写真から始まる世界や浮世絵から発想を得て表現する

作品には、まだまだ工夫の余地がある。より子どもらしさに

期待したい。写実的な作品が多かったため、デザイン的な

表現の作品にも取り組んでほしい。一つの題材に対して何

時間もかけるのではく、より多様な題材に取り組ませたい。 

■中学校１年生                       

【審査：堤、岩越、椿井】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・１年生らしくのびのびと表現している作品が多くみられた。

また、工夫された題材が多くみられ、各先生の工夫が感じ

取られた。加えて、意欲的に真面目に取り組んでいると感

じられる作品が多くあり、丁寧に仕上げていると感じた。 

２）気になったこと 

・技法や画材の技術指導が不十分だと感じられる作品を

少なからず見かけた。丁寧な技術指導があれば、さらに作

品のクオリティがよくなると感じられる題材も多かった。また、

デザイン領域の作品では、自分の好みや趣味を主題にし

て制作されている作品もみられた。 

・指導者の意図が強すぎるため、子どもたちの発想や活動

を制限していると感じられるような題材が気になった。 

・規格外の作品もあり、募集要項をよく確認して出品してほ

しい。 

３）これから期待すること 

・水彩絵の具を使用した表現や鉛筆画では、丁寧な技術

指導や、練習を行ったうえで、制作させる必要がある。また、

題材に適した画材の選択も十分に考慮してほしい。写実

的な表現では対象物の再現のみではなく、自分の思いや

意図を込めて描けるような主題設定を心がけてほしい。 

・デザイン領域では、伝えたい相手や使用者、使用場面な

ど具体的な目標設定をしっかりとして題材を組み立てられ

ると、より学習が深まる。 

４）その他 

・中学校３年間全体を見通したスケジュールの中で、１年生

の段階で必要な力を育てられるような題材設定を行えると

よい。 

■中学校２年生                        

【審査： 馬淵、平尾】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・中学一年生で学んだ基礎的な美術の力を自分の表現の

中に生かして、さらにテーマに沿っていかに追求していくか

がポイントになります。ICT を活用した作品集、今日的な表

現を追求した作品もみられた。 

２）気になったこと 

・題材、出品されている作品かをみていて、その作品のね

らい、学習の組み立て、生徒の学び、その学年全体、美術

家の学習が見えにくいものもあった。 

・作品のサイズ、4つ切りよりも小さいサイズ、立体的な作品

など、規定を確認して応募していただきたい。 

３）これから期待すること 

・指導法、作品の題材設定などを設定していき、授業展開

をすすめていただきたい。 

■中学校３年生                       

【審査：大西、人見、林、鈴木、黒田】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・生徒それぞれが感じたこと、考えたことを工夫して表現し

多様な作品が生み出されていた。道具や材料や素材の特

徴をどのように生かすか、これまでの学びを、より深め試行

錯誤した様子が感じられた。少ない授業時数の中で、より

自分らしさを追求したものも多く、熱心に取り組む様子が見

られる作品群だった。 

２）気になったこと 

・自画像の作品では、同じポーズや角度で描かれた作品

が見られ、自画像で何を伝えようとするのか、題材を設定

する上で考える必要がある。テーマや技法の設定を自由

としてしまい、生徒が何を重点にして取り組めばいいかわか

らない指導が見られた。空想の地図を描く題材や現代風

の鳥獣人物戯画を描く題材は、小学校で取り組んでいる

事例があるので、中学校区内の小学校の実践を知ること

が大切である。 

３）これから期待すること 

・授業を計画する上で何を生徒にゆだね、何を教師から制

限をかけるのか、自由と制限の適切なバランスを探ってほ



しい。 

・主題を生み出すために、先輩の作品や友達の作品を見

せ合い、生徒同士の対話を設定するなど思わず生徒が取

り組みたくなるような手立てをいろいろ工夫したい。 

４）その他 

・出品サイズが四つ切サイズでないものや厚みがあるもの

が見られた。要項をよく確認し、規格外とならないように留

意願いたい。誤ってラベルが２種類貼られているものがあっ

た。やむを得ず選外として扱った。 

■特別支援                          

【審査：小橋、西田】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・題材に興味を持って、楽しみながら表現していることが伝

わる作品が多くあった。また、どの学年の作品も子どもの思

いやこだわりを大切にして活動を仕組まれているように感じ

た。 

２）気になったこと 

・学年によって作品の出品数の差が大きかった。さらに多く

の子どもたちの作品が出品されるように促していきたい。 

３）これから期待すること 

・特別支援学級在住児童の特性に応じた題材の設定も必

要であるはずなので、その子の個性にあった題材や授業

づくりの取り組みを期待したい。 


